
図-1 大肥川・宝珠山川の風景 

大肥川・宝珠山川における良好な環境を創出するための施工時の取り組み 
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１．はじめに 

災害復旧を行う際に使用する美しい山河を守る災害復旧基本方針¹⁾は，災害復旧事業および改良復旧事業等
における標準的な復旧工法を示したもので，河川・環境特性や被災原因の把握・分析のもと設計流速に応じた

護岸工法を選定し設計を進めていく．さらに，設計段階での配慮事項を施工段階，管理段階まで引き継げるよ

うに「設計・施工チェックリスト」を作成する．しかし，設計意図が十分に伝わらず，工事が実施され単調な

河川となることも少なくない．本取り組みは，大肥川・宝珠山川において設計時の思想を施工段階に伝えるた

めの施工要領についてまとめたものである．

２．大肥川・宝珠山川 

福岡県東峰村を流下する大肥川は一級河川筑後川水系筑後川の支川であり，宝珠山川はその大肥川の支川で

ある．図-1 に示すように大肥川・宝珠山川は，川を中心に棚田の石積みや田園・里山の風景が広がり，河道
内では，澪筋が変化し，瀬や淵，水際植生，河畔林等により多様な河川環境が形成されている．さらに，福岡

県レッドデータリストに絶滅危惧と記載されているアカザやカジカ，ニホンウナギ等の重要種の生息が確認さ

れている．特に，アカザは人頭大の石が何層にも堆積し伏流している瀬を好むため，その保全が重要である．

平成 29 年 7 月の出水により大肥
川・宝珠山川は，川の形が判らなく

なるほどの被災を受けた．被災に対

して，改良復旧を進めるとともに，

河川環境の復元を図る必要がある．

そこで，復旧工事における目標を「ア

カザやホタルが生息する豊かな生態

系の再生」と「東峰村が有する里山・棚田・眼鏡橋などから形成される日本の原風景を損なわない川づくり」

とし，図-2に示すように，石積の施工要領をもとに工事を実施中である．

図-2 施工要領 
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◆参考となる施工事例②(水際部の配慮）

天端を覆土し、コンクリートを露出させない

床掘部は同じ程度の径の石で埋め戻す
余った石で法尻に寄石を敷設する

大肥川・宝珠山川における石積の施工要領 ～工事担当者の皆様へのお願い～

大肥川・宝珠山川の災害復旧工事で、美しい景観と災害に強い環境を両立することが求められます。
このため、石積護岸工事では次の施工を推奨し、美しい景観と強固な護岸構造の構築をお願いします。

◆石材の積み方（石積護岸の横断イメージ図（控厚50cmを想定））

面を通し、胴込め・裏込めコンクリートで控え厚を調整する
（表面を通す）

天端は覆土（5cm程度）
床掘部は同じ程度の径の石で埋め戻す

▽ 護岸天端高

裏込め材

小径

大径

胴込めコンクリ―ト

下段から上段に向けて「大きめの石小さめの石」で積む

余った石で法尻に寄石を敷設する

岩着の場合：根入れ50cmを確保

ＨＷＬ

▽ 計画河床高
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付替水路の水際は
大型土嚢や大きな石で
保護する

付替水路の締切の際には，水際部を大きな現場発

生石もしくは大型土嚢等で保護し，土砂の流出およ

び濁水の発生を抑制する．また，河道内の工事用道

路は最小限とする．

図-5 施工要領の追加 『濁水対策』 

水抜きパイプは護岸勾配に沿ってカットし，護

岸の面を通す．

図-6 施工要領の追加 『水抜きパイプのカット』

３．工事の実施状況 

石積の施工要領をもとに実施されている工事の状況を図-3に示す．工事の実施状況は，多少のばらつきはあ
るものの概ね施工要領に基づいて実施されていた．

図-3 施工要領実施状況 

一方で，図-4に示すように濁水の発生，水抜きパイプの飛び出し，単調な河床形状等，目標とする河川環境
に対して十分でない箇所も見られた．

図-4 施工配慮が十分でない箇所 

４．施工要領 

上記に示す課題の一因は，施工要領に記載がないため実施されていないことと考えられる．そこで，施工者

に分かりやすいこと，施工時の少しの手間で出来ることを念頭に施工要領を追加した．追加事項は，上記の課

題の他に，瀬や淵の創出・復元に関する事項，今後想定される岩掘削時の配慮事項である．図-5～図-8に追加
した配慮事項を示す．

濁水の発生

濁水が河川に流入することに

より，魚類・底生動物等の環境

に影響を与える．

単調な河床形状

澪筋が変化のない平坦な河床で

あり，多様な河川環境を提供で

きない．

水抜きパイプの飛び出し

水抜きパイプが飛び出してお

り，河川景観に配慮されていな

い．

「品」の字を積み上げる

天端を覆土し，コンクリートを
露出させない

余った石を法尻に寄石する

明度の低いブロックを使用する
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澪筋の創出

過去の河川改修および洪水により流れが単調になっ

ている区間では蛇行させた澪筋を筋掘りする．澪筋の

蛇行ピッチは，工事区間上下流の蛇行状況を把握した

上で，その状況を参考に決定する．また，澪筋を維持

させるため，巨石を組み合わせた水制を澪筋に合わせ

設置する．

瀬の創出・復元

瀬の創出・復元は，大きめの石を根石として設置し，

その根石にかみ合わせるようにその他の石を 3 層程に
積み重ねる．澪筋幅が広い箇所では，全面でなく部分

的に施工しても良い．

淵の創出・復元

湾曲部等にある現況の淵において工事用道路を通す

ために埋めてしまう場合は，工事後に必ず淵の復元を

行う．淵の復元する場合は，淵尻を高くし，その上流

をなだらかにする．

図-7 施工要領の追加 『多様な河川環境の創出』

河床掘削区間で岩の掘削を実施する場合は，底生動物や植生の回復等に

配慮し，掘削面を滑面に仕上げないようにする．また，水際は凹凸付け，

変化させる²⁾．
流れの緩やかなところや植物の生育基盤となる土砂が堆積しやすいよ

うに，水際付近にスポット的にプール状の掘削を行う．淵の創出をする

場合は，淵尻を高くし，その上流をなだらかにする．

図-8 施工要領の追加 『岩掘削時の多様な河川環境の創出』 

５．今後の課題 

更新した施工要領を使用した工事は現在実施中である．今後，工事状況の確認，施工者へのヒアリング等を

実施し更新された施工要領の効果等を検証する必要がある．
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